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問 

介
護
人
材
不
足
等
か
ら
閉
鎖
を
す
る
事

業
所
も
あ
る
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
人
材
確
保
対
策
と
事
業

者
支
援
の
強
化
を
図
る
べ
き
。 

健
康
福
祉
部
長 

市
内
事
業
所
と
介
護
職
員

に
対
し
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
実
態
に
即
し
た
人

材
確
保
対
策
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。
介
護
職
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
も
検
討
し
て
い
く
。 

問 

甲
賀
北
工
業
団
地
へ
の
産
廃
業
者
進
出

に
つ
い
て
、
市
長
は
拒
む
理
由
は
な
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
地
元
住
民
の
反
対
運
動
に
よ
り
進

出
は
無
く
な
っ
た
。
何
を
教
訓
と
す
る
か
。 

市
長 

市
が
偏
っ
た
判
断
は
で
き
な
い
。
企
業

は
組
合
が
決
定
す
る
も
の
。
市
に
権
限
は
な
い
。 

問 

都
市
農
村
交
流
事
業
「
忍
者
の
里
こ
う
か

で
田
舎
体
験
」
の
受
入
家
庭
の
拡
大
計
画
は
。
生

徒
送
迎
時
の
事
故
の
補
償
は
。
施
設
見
学
時
は
団

体
割
引
な
ど
の
適
用
が
で
き
な
い
か
。 

産
業
経
済
部
理
事 

周
知
啓
発
や
口
コ
ミ
紹

介
等
を
行
い
受
入
家
庭
確
保
に
努
め
る
。
事
故
保

障
は
全
国
的
課
題
、
送
迎
困
難
時
は
市
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
市
立
の
施
設
見
学
等
は
減
免
と
す
る
。 

問 

選
挙
の
投
票
率
向
上
の
対
策
を
。
開
票
事

務
不
正
問
題
か
ら
投
票
区
再
編
も
検
討
課
題
と

の
こ
と
だ
が
、
安
易
な
削
減
は
す
べ
き
で
な
い
。 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

投
票
率
向
上
に

向
け
地
道
に
啓
発
し
続
け
る
。
投
票
区
再
編
は
、

地
域
の
意
見
を
聞
き
取
り
組
ん
で
い
く
。 

■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

 

問 

１０
月
か
ら
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
の
対
象
は
？
市
独
自
施
策
で
現
在
保
育
料
無

償
化
の
対
象
は
引
き
続
き
継
続
す
べ
き
、
給
食
の

副
食
代
は
基
本
実
費
徴
収
と
国
は
い
う
が
、
自
治

体
の
裁
量
で
市
が
負
担
で
き
な
い
か
。 

 

こ
ど
も
政
策
部
長 

無
償
化
の
対
象
は
、
幼
稚

園
・
保
育
園
を
利
用
す
る
全
て
の
３
歳
か
ら
５
歳

児
（
２
１
６
５
人
）
と
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
０

歳
か
ら
二
歳
児
（
60
人
）
。
低
所
得
世
帯
や
第
３

子
以
降
に
か
か
る
副
食
費
は
引
き
続
き
免
除
、
年

収
３
６
０
万
円
未
満
の
世
帯
も
対
象
に
拡
大
。 

市
長 

無
償
化
の
対
象
外
で
市
独
自
施
策
の

対
象
は
無
償
化
の
対
象
と
な
る
よ
う
検
討
を
す

す
め
る
。
副
食
費
負
担
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。 

 

問 

甲
南
・
寺
庄
・
甲
賀
・
油
日
の
４
駅
は
市

が
管
理
す
る
「
市
民
交
流
駅
」
。
Ｊ
Ｒ
と
の
契
約

で
は
普
通
乗
車
券
販
売
額
の
５
％
が
市
の
手
数

料
、
定
期
は
1.8
％
。
こ
の
契
約
を
見
直
し
す
べ
き
。

ま
た
こ
の
駅
で
購
入
す
れ
ば
市
の
収
入
に
な
る

こ
と
を
駅
に
掲
示
す
る
な
ど
周
知
す
べ
き
。
駅
職

員
の
勤
務
時
間
や
時
給
賃
金
も
見
直
し
す
べ
き
。 

 

建
設
部
長 

Ｊ
Ｒ
と
の
契
約
は
今
後
協
議
し

て
い
く
。
駅
職
員
の
勤
務
時
間
は
実
態
に
沿
う
よ

う
改
正
す
る
。
市
民
交
流
駅
の
Ｐ
Ｒ
は
行
う
。 

 

問 

県
の
小
児
救
急
医
療
体
制
再
編
で
甲
賀

病
院
の
休
日
夜
間
診
療
が
制
限
。
継
続
を
。 
 

市
長 

従
来
通
り
継
続
さ
れ
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
。 

 

問 

三
日
月
知
事
の
大
戸
川
ダ
ム
の
方
針
転

換
は
、
多
様
な
専
門
家
、
市
民
参
加
で
多
角
的
な

視
点
か
ら
議
論
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

市
長 

知
事
の
早
期
整
備
を
望
む
と
い
う
表

明
は
、
河
川
整
備
の
早
期
促
進
が
急
務
で
あ
る
本

市
に
と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
い
。 

問 

高
齢
者
が
市
内
全
域
を
無
料
で
行
き
来

で
き
る
意
義
は
大
き
い
。
無
料
乗
車
券
事
業
を
信

楽
高
原
鐵
道
に
も
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。 

市
長 

利
用
し
や
す
い 

公
共
交
通
は
重
要
。

新
た
な
施
策
の
導
入
に
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド

ビ
ル
ド
の
視
点
で 

検
討
す
る
と
と
も
に
、
市
の

政
策
全
体
を
考
え
な
が
ら
慎
重
に
検
討
。 

問 

雲
井
と
長
野
と
の
コ
ミ
タ
ク
運
行
を
。 

建
設
部
長 

順
次
市
内
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

合
っ
た
交
通
網
の
最
適
化
を
検
討
す
る
。 

問 

信
楽
か
ら
甲
賀
病
院
行
の
直
行
バ
ス
を
。 

建
設
部
長 

導
入
に
あ
た
っ
て
は
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
、
運
行
経
費
も
含
め
て
慎
重
に
検
討
。 

問 

国
道
３
０
７
号
勅
旨
信
号
の
渋
滞
対
策

は
、
こ
れ
ま
で
３
回
取
り
上
げ
て
き
た
。
長
野
バ

イ
パ
ス
供
用
開
始
ま
で
に
、
右
折
だ
ま
り
設
置
、

時
差
式
や
右
折
矢
印
信
号
の
設
置
な
ど
実
施
時

期
を
明
確
に
し
て
県
と
の
協
議
が
必
要
で
は
。 

 

建
設
部
長 
県
と
右
折
複
合
レ
ー
ン
、
信
号
設

置
を
協
議
し
て
い
く
。 

こ
の
他
に
、
賃
金
、
労
働
条
件
の
向
上
と
正
職

員
中
心
の
人
員
体
制
の
確
立
を
求
め
ま
し
た
。 

 国や県の補助採択を受けた事業の財源更正や

ＮＨＫ朝ドラ「スカーレット」関連事業、水口東・

岩上統合認定こども園整備事業の債務負担行為

を設定した一般会計補正予算について、予算決算

常任委員会は全議員参加のもと審査をしました。

補正後の一般会計は、466 億 8,863 万 7 千円。 
 


